
           一般社団法人実践コーポレートガバナンス研究会 第 175 回月例勉強会 

コーポレートガバナンス改革に関するマクロ研究 

～公開情報データの分析が示す改革の現在地と企業価値向上への道筋～ 

  

日 時 
2026 年 9 月 30 日（水） 16:00～17:30 （受付開始 15:30） 

※ オンラインでの同時配信を実施します。後日の録画配信も予定しております。 

  
会 場 AP 東京丸の内 （東京都千代田区丸の内 1-1-3 日本生命丸の内ガーデンタワー3 階） 

  
参加費 会員 3,300 円／一般 6,600 円 （税込） ※ 事前のオンライン決済をお願いいたします。 

  
長期停滞からの脱却に向け、高市内閣が新たな成長モデルを模索しています。その成否を分けるのは、投資とイノベ

ーションをいかに活性化させるかにあり、DX の進展、地政学リスクの高まり、AI 技術の急速な発展など、企業を取り巻

く環境が不確実性を増す中、経営を支えるコーポレートガバナンスの充実化は益々重要になっています。 

このような状況を背景に『形式から実質へ』の深化を促すコーポレートガバナンス・コードの改訂が公表されました。

2015 年に始まった一連の改革については、「取締役会の審議が充実した」「中長期の経営戦略をめぐる議論が深まった」

「投資家との対話から経営に有益な示唆が得られた」など、その方向性や意義については一定の評価が定着しつつあり

ます。しかしその一方で、「ガバナンス改革は実際に企業価値の向上につながったのか」「どのような施策が成果に結び

付いているのか」といった問いに対しては、充分な実証研究が蓄積されておらず、研究結果も一様ではありません。改革

の効果を客観的なデータから検証することの重要性は、今後さらに高まると考えられます。 

そこで今回の勉強会では、有価証券報告書、コーポレートガバナンス報告書、企業不祥事の調査報告書といった公開

資料を独自にデータベース化し、『攻めのガバナンス』と『守りのガバナンス』双方について、多角的な分析を行った研究

成果をご紹介することとなりました。ガバナンス改革は現在どこまで進展し、どのような施策が企業価値の向上や価値

毀損リスクの抑制に寄与しているのか。公開データに基づく客観的な分析結果を通じて、ガバナンス改革の『現在地』を

俯瞰してまいります。皆様には自社のガバナンスのあり方を改めて見つめ直す機会としていただければ幸いです。 

 

講 師 
渡辺 樹一 （わたなべ じゅいち） 氏  

実践コーポレートガバナンス研究会 シニアフェロー 

／一般社団法人 GBL 研究所 理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  伊藤忠商事、アイダエンジニアリング、ジャパン・ビジネス・アシュアランスを経て、2016 年より社外取締

役３社を経験し、現在は、株式会社先端力学シミュレーション研究所監査役、弁護士法人御園総合法律

事務所顧問などを務める。一橋大学法学部卒。 内部統制・内部監査・コンプライアンス・リスクマネジメ

ント・IPO・コーポレートガバナンスの各領域においてグローバルな実務経験を有し、企業における「守り

の経営」を支える機能を横断的に担い、実務に根差した知見をもとに講演・研修・執筆・実務支援活動

を行っている。著作に「企業のための役員職務・処遇ハンドブック」（共著、第一法規）などがある。 

  
お申込 

方法 

勉強会の詳細とお申込方法は、各回の約 1 ヶ月前にメールでご案内いたします。 

メールが届いていない場合は、セミナー事務局 seminar@icgj.org までお問い合わせください。 

  

主 催 
 

 

一般社団法人実践コーポレートガバナンス研究会 

www.icgj.org 

〒105-0003 東京都港区西新橋 1-18-6 クロスオフィス内幸町 3F 

  



 会 場 の ご 案 内 

  
会 場 AP 東京丸の内 

      

住 所 
東京都千代田区丸の内 1-1-3 日本生命丸の内ガーデンタワー3 階 

Tel：03-5224-5109 

  

交 通 
JR・丸ノ内線「東京駅」／丸の内線・千代田線・半蔵門線「大手町駅」から徒歩約 4 分 

都営三田線「大手町駅」D6 出口直結 

 

 

 

会場：AP東京丸の内 

大手濠 

 


